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研究交流計画の目標・概要 
［研究交流目標］ 

光と物質の相互作用の研究は、ナノスケールで制御された構造を新たな舞台とすることで、新しい展開を

見せている。例えば、金属ナノ構造体では、フォトンとプラズモンとの共鳴的な結合によりナノスケールに

局在した非常に強い電磁場の励起が可能となり、ナノ空間への光の閉じ込めの実現、微小構造の周期的配列

による負の屈折率の誘起など、自然界では存在し得ない特異な光学的性質を持ったメタマテリアルが創製さ

れようとしている。一方、超短パルスレーザーによる高強度光電場を形成することによってナノ空間で非線

形な光学現象を誘起することが可能となり、超解像イメージングやナノレベルの分光学的解析法、３次元光

ナノ加工を確立することが試みられている。今まさに、これらナノスケールのフォトニクスを利用した新し

いイメージング法、分光法、デバイスの研究分野が胎動しようとしている。それらは、非侵襲な治療、高感

性な照明や省エネルギーなどの実現に波及し、２１世紀の快適な生活をもたらすと考えられる。

それぞれの分野の発展と融合研究の深まりにより、さらなる研究の高まりが予測され、本交流計画ではこ

れらの研究を総合した先進ナノフォトニクスの新研究領域を推進する。 

この目的を実現するために、これらの研究分野で世界をリードする研究者の研究交流の基盤となるネット

ワークを構築し、共同研究の推進とともに、次代を担う若手研究者の交流を支援し人材の育成を図る。

［研究交流計画の概要］ 

① 共同研究は、初年度以下の１１テーマを立ち上げ、本拠点の拡充と共に順次拡大する。
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② Plasmonic Bio-sensing セミナー
最初の２０１６年度は、主催国である日本で、各参加国の参加の下にスタートを切る国際シンポジウム
を開催する。学生･若手研究者カンファレンスも毎年１回程度開催する。
２０１７年度 アメリカと台湾で国際セミナーを開催 シンガポールで国際ワークショップを開催
２０１８年度 インドと韓国で国際セミナーを開催 オーストラリアで国際ワークショップを開催
２０１９年度 イギリスと中国で国際セミナーを開催 フィリピンで国際ワークショップを開催
２０２０年度 締めくくりの国際セミナーを日本で開催 香港で国際ワークショップを開催

③ 毎年４，５名の研究者交流を実施する。



[実施体制概念図] 本事業による経費支給期間（最長５年間）終了時までに構築する国際研究協力ネット

ワークの概念図を描いてください。

多くのアジア・環太平洋諸国の参画により、地域的にコンパクトにネットワークを構築することにより、

集中的に共同研究、融合研究の推進を図ると共に、欧米の２カ国の参画により、グローバルなネットワー

クの形成を実現する（下図上段）。

国際研究協力ネットワークの参加者は、先端研究拠点を形成し、下段の様に５テーマ、イメージング、

分光、非線形光学、プラズモニクス･メタマテリアル、デバイスの研究及び融合研究を推進し、新展開する

ナノフォトニクスの研究を世界でリードする。


